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有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
で
知
ら
れ
て
い
る
有
機
農
産
物
で
す

が
、
そ
れ
を
定
義
す
る
「
有
機
農
産
物
の
日
本
農
林
規
格
（
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
）」
は
５
年
を
目
安
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
？　

こ
の
規
格
が
で
き
た
当
初
、
有
機
農
業

の
実
施
者
は
限
ら
れ
て
お
り
、
行
政
も
消
費
者
の
認
知
度
も
低

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
情
に
合
わ
せ
て
規
格
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
前
提
だ
っ
た
た
め
で
す
。大
き
く
変
わ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

一
部
改
訂
だ
け
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
規
格
で
圃
場
に
使
用
す
る
種
苗
は
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技

術
を
用
い
ず
有
機
栽
培
さ
れ
た
種
苗
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
す

が
、
平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）
の
最
初
の
規
格
で
は
、「
入
手

が
困
難
な
場
合
は
有
機
種
苗
以
外
（
＝
慣
行
苗
）
も
使
う
こ
と

が
で
き
る
」
と
付
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
17
年

（
２
０
０
５
年
）
に
全
面
改
定
が
あ
り
、
種
子
で
繁
殖
す
る
作

物
で
は
有
機
苗
し
か
使
え
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

附
則
で
ナ
ス
科
と
ウ
リ
科
の
果
菜
類
お
よ
び
こ
ん
に
ゃ
く
い
も

だ
け
は
慣
行
苗
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

理
由
は
、
特
に
ナ
ス
科
と
ウ
リ
科
で
有
機
栽
培
さ
れ
た
苗
の
安

定
供
給
が
現
実
的
で
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、

今
な
お
非
常
に
難
し
い
問
題
で
す
。

　

こ
こ
で
ご
紹
介
し
ま
す
有
機
栽
培
適
合
プ
ラ
グ
苗
は
、
今
後

の
改
訂
で
ナ
ス
科
と
ウ
リ
科
の
果
菜
類
の
慣
行
苗
が
使
え
な
く

な
っ
た
際
に
、
農
家
が
困
ら
な
い
よ
う
な
有
機
苗
の
安
定
供
給

を
目
指
し
て
、
無
農
薬
栽
培
で
の
プ
ラ
グ
苗
生
産
を
行
っ
て
い

た
有
限
会
社
徳
島
シ
ー
ド
リ
ン
グ
と
、
ミ
ミ
ズ
を
養
殖
し
て
製

造
し
た
培
土
を
販
売
す
る
株
式
会
社
豊
徳
、（
公
財
）
自
然
農
法

国
際
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
、
有
機
栽
培
適
合
苗
専
用

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
培
土
を
開
発
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
培
土
の
開
発
で
は
、
物
理
性
と
化
学
性
の
安
定
が
難

し
い
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
２
０
０
穴
プ
ラ
グ
苗
の
一
つ
の
穴

に
必
要
な
培
土
の
容
量
は
わ
ず
か
10
㏄
で
あ
り
、
そ
の
中
で
化

有機栽培適合プラグ苗の安定供給
有限会社徳島シードリング　代表取締役　延

のぶがい

谷　磨
おさむ
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学
合
成
肥
料
で
は
な
く
有
機
物
を
栄
養
源
と
す
る
た
め
均
質
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
ま
た
、
冬
と
夏
と
で
培
土
の
安

定
性
が
違
う
こ
と
は
当
た
り
前
で
し
た
。（
株
）
豊
徳
が
培
土
を

つ
く
り
、（
有
）
徳
島
シ
ー
ド
リ
ン
グ
が
栽
培
を
試
し
て
技
術
的

な
提
案
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
何
回
も
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

栽
培
で
は
、
発
芽
や
生
育
の
ば
ら
つ
き
を
ど
う
均
一
化
さ
せ

る
か
が
、
有
機
育
苗
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
、
面
白
い
と
こ
ろ
で

も
あ
り
、
い
か
に
養
水
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
で
す
。養
水
分
の
効
き
方
は
温
度
と
湿
度
で
違
っ
て
き
ま
す
。

湿
ら
せ
す
ぎ
る
と
根
張
り
を
抑
制
し
、
養
分
溶
出
が
多
く
な
り

す
ぎ
て
日
持
ち
が
し
ま
せ
ん
。
温
度
の
か
け
過
ぎ
も
同
様
で
、

最
後
ま
で
養
分
が
持
た
な
く
な
る
た
め
、
温
度
、
水
分
管
理
は

難
し
い
の
で
す
。
よ
り
安
定
し
た
生
育
を
求
め
、
液
肥
の
開
発

も
同
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
も
養
分
の
効
か
せ
方

が
難
し
く
、
化
学
合
成
の
液
肥
と
比
べ
て
当
然
シ
ャ
ー
プ
に
効

か
な
い
の
で
、
液
肥
に
頼
ら
ず
、
じ
っ
く
り
育
て
る
こ
と
が
前

提
と
な
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
化
学
肥
料
を
使
っ
た
無
農
薬
の
苗
作
り
に
は
７
～

８
年
の
実
績
が
あ
っ
た
の
で
、有
機
の
苗
を
手
掛
け
ま
し
た
が
、

生
育
を
安
定
さ
せ
る
の
に
２
年
ほ
ど
掛
か
か
り
ま
し
た
。
平
成

23
年
か
ら
有
機
栽
培
適
合
プ
ラ
グ
苗
を
供
給
し
て
10
年
に
な
り

ま
す
が
、本
格
的
に
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
と
考
え
、

今
で
も
培
土
や
栽
培
方
法
を
改
善
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
（
有
）
徳
島
シ
ー
ド
リ
ン
グ
は
、
年
間
80
～
90
万
本
の
苗
を

出
荷
し
て
い
ま
す
。「
自
然
農
法
セ
ン
タ
ー
の
タ
ネ
」
を
活
用

し
た
有
機
栽
培
適
合
プ
ラ
グ
苗
の
取
り
扱
い
は
全
体
の
１
割
に

も
満
た
な
い
の
で
、
伸
び
し
ろ
は
あ
り
ま
す
。

　

苗
の
事
業
は
利
用
し
て
く
だ
さ
る
農
家
が
い
て
初
め
て
成
り

立
つ
仕
事
で
す
の
で
、共
存
共
栄
で
き
る
よ
う
に
経
営
を
考
え
、

良
い
苗
を
供
給
し
続
け
た
い
と
常
々
考
え
て
い
ま
す
。

（
榊
原  

健
太
朗
）

利用者の声

接木キュウリ、接木ナスを購入しました。苗の注文時期や大
きさ、鉢上げなどの調整は必要ですが、栽培結果は大変良く、
特に春夏のバテシラズ３号（キュウリ）は猛暑の中、元気は
つらつで、6 月 19 日～ 9 月 12 日まで出荷できました。黒
小町（ナス）は、収穫量が上がり、耐病性もあり大満足です。

長期獲り・収量アップ！

レタス苗を購入しました。苗の出来は大変満足で、直接畑
に植えましたが活着もよかったです。

活着が良い！

自然農法の家庭菜園を勉強している仲間で共同購入してい
ます。

グループ購入して

接木トマト苗を購入しました。注文はスムーズにでき、到着
した苗の出来、鉢上げ時の活着ともに良かったです。青枯病
対策で接木苗を購入しましたが、病害は一本も出ず、満足し
ています。

病気対策に！
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有限会社徳島シードリングについて

②播種ライン
培養土の混合、充填、覆土、灌水
を自動で省力的に行います。

③播種機
各種形状の種子、トレイに対応し
て効率よく丁寧に播きます。

④発芽室
庫内を最適な温度、湿度にコント
ロールし、天候に左右されず一斉
に発芽させます。

⑤人工光育苗室
季節・天候などの自然条件に左右
されずに１年を通じて、最適な栽
培環境のもと、苗を育てます。栽
培環境は外部環境と完全に遮断さ
れた状態でコントロールされてい
る の で、 高 品 質 な 苗 を 安 定 的 に、
無農薬で供給することが可能です。

⑦養生室
庫内の温度、湿度、照明、風量を
コントロールし、短期間で安定的
に活着させます。

　（有）徳島シードリングは代表取締役の延谷磨
氏（1976 年生まれ。千葉大学大学院博士前期
課程修了。2002 年有限会社竹内園芸入社。）が
在学中に人工光を用いた種苗生産に興味を持ち、
2003 年 4 月に設立、2004 年 3 月より無農薬で
の野菜苗生産販売を開始した会社です。人工光
育苗室で温度・湿度・光環境・炭酸ガス濃度な
どを完全にコントロールし、害虫に汚染される
リスクが極めて少ない植物工場での高品質な苗の生産化を、全国で初
めて導入しました。
　延谷氏が野菜苗や花苗を生産する㈲竹内園芸入社後、国の事業で助
成金が出ることを知り、当時 24 ～ 31 歳の同僚５人の若手スタッフ
が共同出資して立ち上げましたが、26 歳にして１億円近い借金を抱
えることになったそうです。
　現在は、植物工場生産のメリットである無農薬栽培を行ってきた経
験を生かし、有機栽培適合苗も生産しています。最新の設備、技術を
駆使して、高品質なセル苗の安定的な生産・供給に努め、食の安全・
安心および農業経営の安定と向上の一助となるよう取り組んでいます。
代表取締役１名、社員２名、常勤パート４名、臨時パート８名

代表取締役
延谷 磨さん

⑥接ぎ木
明るく清潔な作業室で１本１本丁寧に接ぎ木します。
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有機適合プラグ苗のご案内

⑨出荷
自社便、宅配便により植える日に
お届けいたします。

①管理システム
発芽室、養生室、人工光育苗室、順化ハウスの状態を常時監視し、携帯
電話を利用して異常通報や環境制御の遠隔操作を行います。

　自然農法は、化学肥料・農薬に依存せず地域
の実情に応じて自然の生態系を利用した持続可
能な総合的な栽培体系を基本としています。在
来種・固定種・交配種を問わず、総合的な栽培
体系を構築するうえで健全な種子と苗は大きな
鍵になります。
　有機農産物の日本農林規格（有機ＪＡＳ）に
適合した培土、肥料を使用し、無農薬で生産し
た有機栽培適合のプラグ苗です。「自然農法セ
ンターのタネ」９品目 38 品種の中から、ご希
望に合わせて実生（自根）または接木の苗をご
用意します。接木については台木の種類を指定
していただくこともできます。セルトレー（195
本・125 本・49 本）単位でのご提供になるため、
有機農家の方や家庭菜園グループでのご利用を
おすすめします。
　また、2020 年より（公財）自然農法国際研
究開発センターは、この有機栽培適合の接木プ
ラグ苗を３号ポットに鉢上げして有償頒布して
います。
　事前注文制になりますので、ご希望の方はお
早めのご注文をお願いします。詳しくは、次ペー
ジまたは当センターホームページをご参照くだ
さい。

⑧順化ハウス
養生ハウスから出した苗をハウス
内 に て 徐 々 に 外 の 環 境 に 慣 ら し、
環境の変化に強い苗を作ります。
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